平成２８年度　総合計画審議会　議事要旨

日　時　平成２８年１１月１１日（金）　午前１０時～１２時

場　所　安城市役所本庁舎３階　第１０会議室

出席者　委　員 鳥居保会長、成瀬早苗副会長
佐々木孝治委員、舩尾恭代委員、浅田奈津子委員、石川克則委員　　神谷明文委員、大見貴寛委員、鈴木見奈委員、塚田哲雄委員

中根敬子委員、日比野繁喜委員、深谷誠委員、島田智佐子委員
堀尾佳弘委員、矢羽々みどり委員

         事務局　市長、浜田副市長、新井副市長、教育長、企画部長、行革政策監、

関係部長級幹部・課長、企画情報課長、企画情報課職員

次　第　１　市民憲章唱和

　　　  ２　市長あいさつ

　　　　　３　議題

（１）第８次安城市総合計画 実施計画案（平成２９～３１年度）について
　（２）地方創生先行型交付金を活用した事業の実施報告について

１　市民憲章唱和

２　市長あいさつ

【市長】
皆さんおはようございます。
本日は、ご多用の中、総合計画審議会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。
ご承知のとおり今年度から第８次総合計画がスタートしました。計画の策定にあたりまして委員の皆様には大変熱心に取り組んでいただき、あらためてご感謝もうしあげます、ありがとうございました。
今後３ヶ年の実施計画におきましては、５つのキーワード「健康」「環境」「経済」「きずな」「こども」を柱に据えて、市民が地域社会の中で幸せに暮らせる環境づくりを進めるための取組みを示すよう策定しております。
さて、本市は現在までのところ、健全財政を堅持することができております。これまでは、人口・経済ともに右肩上がりを前提に、行政が幅広い住民サービスをさらに拡充させていくという市政運営を進めることが可能でありました。
しかし、今後は少子高齢化がさらに進展するため、これまでのような高い成長は望めないと見込まれます。そんな時代にあっても、引き続き市民が地域社会で幸せに暮らせるように、成熟期に適した行財政運営へと移行させてゆかなければならないと考えます。
今後は義務的経費が増加してゆく中、投資的経費が圧迫される状況が続きますので、これまで以上に長期的な視点に立った厳しい判断と、実施時期の的確な見極めが必要となります。
今回の実施計画においては、そうした観点から第８次総合計画で掲げる目指す都市像「幸せつながる健幸都市 安城」の実現に向け、必要性、緊急性、費用対効果、いずれも高いと見込まれる事業を採択いたしました。そのため効果が期待できるものの、見送った事業やペースダウンをせざるを得なかった事業が出てしまっております。
詳細につきましては、後ほど、企画情報課から説明がありますので、実施計画の概要について私から報告いたします。
平成２９年度には、いよいよアンフォーレのオープンを迎えます。アンフォーレについては、建設すれば一段落ということでなく、今後はこの施設を核として、図書情報館のＩＣＴ機能を活かした文化振興を図るとともに、新たなにぎわいをどのように創出し、地域の活力につなげてゆくかも問われます。アンフォーレが全ての市民に愛される施設となるために、より多くの市民参加によるまちづくりが実現できるような、きっかけづくりを進めてまいります。
その他の事業について、この計画から、特に公共施設等の長寿命化や改修のための費用の増加が目立つようになりました。昭和の時代に建設されて築３０年を迎える施設では、不具合が多々発生するようになってきております。また、特定天井についても震災による剥落を防ぐため、順次耐震化を進めてゆく計画としております。
以上のことから、施設改修につきましては、この３か年で、体育館、ソフトボール場Ａ球場、レジャープール、スポーツセンターなどのスポーツ施設の改修、子ども発達支援センター、文化センター、デンパークの風車の広場やフローラルプレイスの改修、名鉄新安城駅の橋上化、和泉保育園や井杭山住宅の建替、藤井町の居林橋や福釜町の通学橋の架替など、大型事業が目白押しの状態となりました。
そのためプライマリーバランスは、残念ながら平成３０年度まで赤字が見込まれます。とは言えプライマリーバランスを意識しすぎて、改修や改築などの過度の負担を後世に先送りすることのないよう、適切なタイミングで事業を実施することとしております。そのため、３か年の事業規模は例年以上に大きくなっていますが、これまでに蓄えてきた基金と市債を有効に活用し、各種事業を計画に沿って進めてゆきます。
また、榎前地区での工業団地造成、三河安城駅南地区の市街化区域編入など、今後の活力につながる取組も進めてまいります。

しかし、法人市民税はすでに一部国税化されおり、これまでのように想定を上回る税収増を期待できないと思われます。またアメリカでの政権交代による経済環境の激変、新興国経済の減速などのグローバルな不確定要素もあります。当地域の基幹産業であります自動車産業は、こうした経済動向に大きく左右されることから、本市財政も先を見通すことが大変難しい状況にあります。
そんな訳で、今後は限られた財源と人材をどう生かして、必要な事業を効果的かつ効率よく実施してゆくかが一層問われる時代となりました。引き続き社会情勢や市民ニーズの変化を的確に捉え、明るい未来につながる施策を積極的に実施してゆきたいと決意を新たにしております。
また、本日のもうひとつの議題であります、「地方創生先行型交付金を活用した事業の実施報告」についてでございますが、こちらは昨年度策定した「安城市まち・ひと・しごと総合戦略」に基づく事業でございます。国からの地方創生交付金で昨年度実施した事業についてご報告させていただきます。
本日は委員の皆さまからのご意見をいただきながら、より良いかたちで、今後の事業を進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げまして、私からのご挨拶とさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

　３　議題

（１）第８次安城市総合計画 実施計画案（平成２９～３１年度）について（事務局説明）

【鳥居会長】
議題１の「実施計画（案）」について説明がございました。皆さんの方でご意見あるいはご質問がありましたら、挙手をお願いしたいと思います。

【日比野委員】
プールの特定天井の改修ですが、スケジュールが平成31年度と時間が少しかかるんですよね。刈谷のレジャープールでも改修がありまして、ちょうど終わったぐらいでしたでしょうか、実際に地震が改修までにはこないとは思うんですが、大体どのぐらいの揺れに耐えられるのか。震度でいうとどれくらいの揺れに。その辺ちょっとだけ教えていただくと少し安心できるんですが。

【生涯学習部長】
従来からの耐震の設計基準では問題はございませんが、東日本大震災をきっかけに、さらなる安全を目指そうというものですので、現状で危険性が高いかというとそうではないという認識を持っております。さらなる安全性を求めて今回、天井の改修を行うということですので、今すぐということではなくちょっと時間がかかるということになります。
【佐々木委員】
天井の改修の話が出ましたけど、どういう改修をされるのかどうかと。

つり天井の問題は、例の道路のですね、笹子トンネル内のつり天井の問題がありましたけども、そういうのも全部取っ払ってしまうだとか、そんなことを考えられているのかどうか改修の内容を教えてください。

【生涯学習部長】
現在進めている中では揺れて落ちるようなものは揺れ防止だとか、あと天井でも撤去して済むものは、撤去するというような、いろんな工法があります。従来は、揺れ続けることは余り想定してませんでしたけど、今回は揺れ続けることによってその強度がだんだん弱まって落っこちてしまうことを考慮して、取るか、補強するか、揺れなくするかというような形にすると聞いております。
【佐々木委員】
それから、これは市は関係ないかもしれませんけど、県立高校の耐震化が気になります。学校には多く子どもたちが通っていますので天井の耐震だとかそういうものには市としては意見が言えるのかと、チェックをされとるのか、そこら辺はどうなんでしょう。

【教育振興部長】
まず小・中学校の状況でございますが、特定天井といいますか体育館の天井、そちらにつきましては平成26年度で撤去済みということと、照明器具でございますが、そちらは揺れに強いような形でＬＥＤの設置だとかそういったところを27年度に全て完了しております。

県の方に対しましての市からの要望でございますが、特段これをということでは言ってはございませんけども、県と市の懇談会、そういった機会もございますし、県は独自に県の予算の範囲内で現在は進めている、そんな状況と認識をしております。

【浅田委員】
9ページですがその1番目に、健康ステーションという整備事業が載っておりますが、身近な場所、健康チェック等が記載されていますが、もう少し詳しく教えていただけるとありがたいです。
【子育て健康部長】
文章表現での採択ということになっておりますが、一般的には健康チェック、体操などの教室、あるいは皆さんが集まる場所としてのサロン、あるいは健康に関する情報発信、そういったような機能を有したものを、健康づくり、健康ステーションというふうに言っておるわけでございます。

まずは中心市街地で空き店舗などを活用して運営を開始していくということを当初想定しておりましたけれども、民間の事業者の方がですね、積極的にいろいろ似たような事業を既に展開をしておりまして、こういった健康ステーションとほぼ同様なものを拠点としてイベントなどを実施していくような、そんな動きもございます。

このために、行政が直接設置運営をするよりも、民間の支援をする方が健康ステーションの普及を促進して、多様な形態での事業展開が期待できるということも想定されるところでございますので、どのような形態での整備が適当か、今後調査研究をしてまいりたいというふうに考えておるところでございます。

【浅田委員】
身近な場所っていうのは公民館とか福祉センターとか我々がよく行くところでどうとかっていう考えはあるかないかと、少し教えてください。
【子育て健康部長】
いま主に町内会の方に出向いて、健康体操などを実施しているところでございますし、また公民館などでも色々なイベントや、色々な行事等々、行っているところでございますが、この健康ステーションというのはもっぱらその機能に特化した場所をということでございます。
【島田委員】
12ページ13ページでソフトボール場や体育館などの改修をしていただけるというお話を伺ったんですけれども、今ですね、私よく行くんですけど、ソフトボール場で何かあります、陸上競技場で何かあります、体育館で何かありますというときにやはり市役所と同じで平面駐車場ばかりでして、いろんな駐車場をまわるんですけども、結局ここもいっぱいです、ここもいっぱいですという状況に何回か遭遇したことがあります。

もし御検討いただけるのであれば市役所の前の立体駐車場のような形でもうちょっと駐車台数を増やすようなことをしていただけると今後もし立派な体育館が建って色々な観客、方々がたくさん増えた場合に、ちょっと今の現状だと駐車場が足りないのではないかなということを思いましたので、ちょっと発言させていただきました。
【生涯学習部長】
現在利用者からは、同様の声を聞いておりまして、体育館では、混むときには非常に混むんですが、混まないときはほとんど空いてるというような状況で、利用が春秋に集中する、そのときに駐車場が不足するという情況がございます。今までも大分広げてきましたけども現在は大きな大会の利用を調整するとかですね、周辺の企業さん等にもお願いして借りていくというような方向で、立体駐車場をつくる費用とその利用頻度と比べるとなかなか立体駐車場は難しいという状況ですので、ご理解下さい。
【成瀬副会長】
20ページの公園補修事業についてですが、先日うちの近くの公園で男の子がトイレを使わなくって立ちションをしてたんですね。

トイレがあるのにどうして使わないのって聞くと、ものすごい汚いから入れないっていうんですよね。そして見たら本当に入れなかったんです。それで遊具など補修するとかここに書いてあるんですけど、トイレの方はどなたが管理してどういうふうになっているんでしょうかね。

【都市整備部長】
公園のトイレにつきましては公園緑地課が管理をしておりまして、清掃につきましても、シルバーさん等々に委託して結構頻繁に掃除をしているという認識をしておりますが、また個別にどこのトイレなのかということを教えていただいて、そのようなことがあれば大至急対応させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
【成瀬副会長】
私が見たのは農協の東支店の西のゆたか公園です。あそこのトイレはもう、大変でした。また、調べておいてください。

【子育て健康部長】
恐らくそれは児童遊園ということで、小さな子供さんが保護者の方と短時間、すごすという、そういった想定をしたところになります。ご指摘の場所はちょっと面積が大きいところですよね、確かフットベースボールだとかそういったこともやっているようなところかとは思いますが、トイレについてはまだくみ取り式なんだろうというふうに思います。

設置した時期も早いということで、大分老朽化も進んでいるというふうに思っております。

先ほど申しましたように、児童遊園というのは、基本的に小規模な遊園で短時間過ごすというものですので、基本的にはトイレは設置しないというのが基本的な方針でございます。

ただ、相当以前から、若干つくられているものもございまして、地元の方の協力を得ながら、トイレも清掃には気をつけているつもりでございますが、恐らくかなりもう古くなってしまっているということが1番の問題かなというふうに思います。

水洗化、下水道の供用開始に合わせて場合によっては撤去するということもあり得ますので、その点御承知おきいただきたいと思います。
【堀尾委員】
先ほどのスポーツ施設との関連も含めてお尋ねしたいんですけれども、北中のすぐ西側にある運動公園ですね、これは公園の機能、現在、皆さん方使われていて、単なるスポーツ施設だけではないっていうふうに感じられるんですけども、ここのところはちょくちょく私もウオーキングで出かけて、皆さんの使用状況、確認をするんですが、運動にスポーツにこられる方以外にですね、そこに散歩に来るとかピクニックに来るとかそういう方が結構あって、夏場なんかだと樹木をもう少し、特に中木、高木の樹木がもう少し多くあるといいのになっていうなところが感じられました。

それからスポーツ関係で言いますと例えばテニスをされる、若い方がボールをたくさん持ってカートでガラガラやって、コートのほうに行かれると、それを見てると随分道路もこれから整備してかなきゃいけないんじゃないかなと感じました。

それからもう一つですね、ランニング1060メーターですか、1キロちょっとのランニングのエリアがあって皆さん、使っておられてとてもよい便利な場所だなというふうに理解するんですけれどもそこに何故か老人の方がですね、歩かれるんですね。とてもいわゆるウオーキングというとこまでいかなくてどちらかというと、リハビリのような形で歩いてられる方が結構最近目立つんですね。

その方と真剣にランニングしている方とバッティングして危ないなというところが結構あるんですね、そういうことも含めて実質あそこをもう少しちょっと、市の側の方でご覧になっていただいて、調査してもう少し幅を広めてったらいいんじゃないかとか、夏場でも日中ランニングできるように樹木をもう少し密にするとかそういったこと考えていただけると公園機能とスポーツの機能と両方ですね、安城市にとってとてもすばらしい施設なので、いいのではないかと。

どちらかというと、他の市から皆さんやってこられてスポーツの施設としては、ソフトボール施設はとてもすばらしいとかいろんな意見を聞きますが、市内の市民目線で考えるとちょっとその辺が今後、考えていかなければいけないところではないかなというふうに感じましたので、ちょっと御意見を言わせていただきました。

【生涯学習部長】
貴重な御意見ありがとうございます。

ランニングブームでですね、私の友人も毎週行ってるということで、同じような意見もお聞きしております。今まで競技中心で体育協会とか競技者の方の意見が非常に強くてですね、そちらを重点的にやってきましたけれども今後は今言われた市民の方の一般利用も考慮してですね、今後、できることをやっていきたいと思っております。

御意見ありがとうございました。

【塚田委員】
住環境の中で、空き家対策なんですが、やはり昨今の防火とか、防犯とか、または老朽化した塀とかが、地震等で倒れるのではないかという懸念の声が出てきているんですが、空き家対策の方向性とか、進捗っていうのを一度お聞かせいただきたいなと思います。

【建設部長】
空き家対策につきましては、今年度、法律の専門の方、弁護士の先生それから司法書士の先生、それから不動産関係の調査士、宅建の、そういった方に入っていただきまして、空き家対策の協議会を立ち上げる予定にしております。

その中で、安城市内にある空き家につきましてどういう指導なり、どういうことをやっていくかということを協議させていただきまして安城市として方針を立てます、その後所有者の方に市として連絡をとりまして、お願いをしてまいりたいと考えております。

ただ、いろいろ相続的な問題で解決しがたい部分もございますので、それらについてはその協議会の中で最終的にどういう処置をしていくか、という事を相談してまいりたいと考えております。
【神谷委員】
社会福祉協議会の神谷と申します。

46ページのグループホーム施設整備補助事業ですが、障害者が地域で自立した生活をおくるためのグループホーム建設ということですが、これはどのぐらいの規模で何人ぐらいを想定して、やっていくかということをちょっと御説明願います。

【福祉部長】
現在ですね市内には8施設のグループホームがございます。それに加えまして28年度にも一つ整備されました。29、30、31とそれぞれ1施設ずつを計画しております。

ただいま決まっておりますのは29年度のものまでが決まってきておりますが、定員数は大抵の場合が6人ということで、整備のほうを進めております。民間法人が進めるということになりますので、国県の補助を受けますと市の方がそれに1割加算するという形で補助事業を行っております。
【神谷委員】
1施設6人というと今は、50人ぐらい、6人ぐらいを1施設ずつ増やしていくということですか。
【福祉部長】
過去に20名とか、大きな定員のものもできておりますので、現在86名まで定員がきております。最近新設されます場合は大抵が1ユニット6人という場合が多いものですから、今後3カ年の計画は6人ということで想定しております。
【神谷委員】
分かりました、障害者の方の、いわゆる高齢化が進んでおりますので、この事業はニーズを考えて、バランスを持ってやっていく必要があるんだなということでよろしくお願いします。

【矢羽々委員】
多文化共生、51ページで現在安城市は非常に国際交流に力を入れていただきまして海外の留学生なんかもよくいらしてくださってるんですけれども、そういった事業を通しまして拝見しますと、海外からの留学生の方は日本の伝統文化に対する興味が非常にあるようで、茶道の体験とか剣道とか書道の体験とか実に興味深くしかも熱心に取り組んでいかれてるんですね。

その反面、私たち日本人の伝統文化に対する意識が最近非常に低下しておりまして、習う子供さんも少ないしそれから質問を受けても、よくわからず答えられなかったという意見も若い人から聞いております。学校教育なりそれから地域のいろんなイベントを通して子供さんがたが日本の文化をもう少し深く理解して海外へ出かけていただければなと、日ごろ痛感しております。このあたり学校の部活、一部は例えば安城市ですと三河万歳とかそれから桜井のほうにある棒の手とかそういった伝統文化の団体も多少あると伺ってはいるんですけれども、そういった面で日本人として伝統的な文化を多少学ぶ機会をどこかへ取り入れていただくことができないかなと日ごろ考えております。

【教育振興部長】
生涯学習の分野では生涯学習部長もおりますので、私のほうは学校教育の分野と申しますか、そういった関わりの中からの話をいたします。先ほど矢羽々委員言われたようにですね、三河万歳、棒の手、それから、高校生ぐらいまでなりますと茶道だとか華道だとか、そういった日本の文化に触れる機会というのが少しずつ広がっていっているのが実情かと思います。

総合学習の時間等で、地域の方たちに関わっていただいて日本の文化を学ぶという時間もございますけども、本格的なと申しますか、海外の人にも、自信を持って広められる、そういったところまでの体験をですね、学校教育の時間でなかなか御用意ができてないのが実情かなと思っております。その辺は生涯学習との連携にもなってまいります。そこで、生涯学習部長のほうからも少しお話をさせていただきたいと思います。
【生涯学習部長】
生涯学習の面では公民館で色々な講座を今やっていただいております。特に文化協会の方にもですね、公民館で子供向けの講座をやっていただいています。その後、その子供たちが大きくなって日本の伝統的な文化を引き継いでくれるんじゃないかと期待しています。やはり小さいときの体験が大切だと思います。先ほどの棒の手とかですね、それから三河万歳、これを学校のほうでも取り入れていただいて、子供たちが触れる機会が随分増えておりますので、今後もそういったことで公民館と学校と総合学習等を通じて、子供たちに触れる機会を増やしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。

【矢羽々委員】
すみませんこちら56ページにスクールアシスタント事業というのがあるんですけれども、文化センターの発表会なんかですと割合高齢の方たちがいろんな日本の伝統の文化に触れる発表をしていらっしゃいます。先生が全部担うということは大変なことだと思いますのでこういった地域にいらっしゃる人材をぜひ活用しながら学校教育のどこかの場面に取り入れたり、そういう見る機会、体験する機会の場を与えていただけると大変ありがたいなと思っております。

【教育振興部長】
はい、いろいろ貴重な御意見をいただきまして、ありがとうございました。

先ほどのスクールアシスタント事業、そちらのほうでは校務支援だとか、学校環境の方の充実のためのアシスタント事業というものでございますが、ほかにも先ほどもお話しさせていただいたような生涯学習の時間、そういったところで、地域の方々に先生になっていただいてですね、いろんなことを子供たちに伝えていただく機会を充実をさせていきたいと思ってますので、よろしくお願いをいたします。

【矢羽々委員】
実は防災のことなんですけれども、現在町内会に属していらっしゃらない住民の方、結構いらっしゃると思うんです。非常時や災害が起きた場合に町内会との連携と避難所の連携がどうなっているのか気になります。そういう方たち、町内会に属していらっしゃらない方たちがどのぐらいそういったことを意識してみえるのかわかりませんが、私の前でも、持家だけれども加入してないっていう方が結構いらっしゃるんです。そのあたり非常災害が起きたときにどういう連携になってるのか、お聞かせ願えればと思います。
【危機管理監】
この問題は、安城市全域で同じような問題が起こっております。

現在のところ、やっぱり町内会に入ってない方の把握、というのは非常に難しい状況ですので、そういった連携はできていないというのは事実です。

なかなか地元でも、町内会活動に入っていただき日ごろからの顔の見える関係、こういったことを、構築しながら、非常時に対応していきたいという考えを持ているわけなんですが、やはりこれは個人個人色々な考え方がございますので、なかなか今それが進まないのが現状でございます。

また、かといってそういった方を見捨てるわけにはいきませんので、今後どういったふうに、まず最初に町内会に加入していただけるか、そういうことも考えながら、今後の課題とさせていただきたいと思います。
【矢羽々委員】
平常時は特に大きな支障はないと思うんですね。ただ災害が起きましたときに単身の方とか、それからマンション住まいの方とかも多分避難所へいらっしゃるんじゃないかと思います。その時の数と実際の備蓄の数の誤差がものすごく生じるのかなと、例えば町内会で把握してる数字と実際の誤差というものがあって避難所にいっても足りなかったとか、こっちは非常に余っていたとかいうことがおきないかと思います。日本の今各地で起きています地震のほどを聞いていますと、結構そういう問題が発生してるんじゃないかなということが多々耳にするもんですから。平常時よりもむしろ災害時のそういった備蓄との関連でお伺いしました。
【神谷委員】
その点に関してございますけど、災害時の把握について、ちょっと社会福祉協議会の会長として一言申し上げたいんですが、社会福祉協議会は地域の社会福祉協議会というのがありまして、そこに担当者がおりましてその担当者の指導というとちょっと口幅ったいんですけど、町内に福祉委員会というのがありまして、福祉委員会はですね、町内会に入っている方、入っていない方を差別しないでですね、町内会という枠にとらわれずに、町内全域の方の要援助者、援助を必要とする方を把握して、いわゆるマップづくりをやってですね、それで高齢世帯あるいはおひとり住まい、障害者世帯、そういうものを今把握しつつあります。

大体今、全町内会の95％ぐらいに福祉委員会ができておりますので、それで、福祉委員会が中心となって今御要望のようなことをやっておる最中でございまして、もうちょっとで全部に行き渡るというところで次年度全部に行き渡るぐらいで、避難等が必要な方の把握が出揃うところでございます。

委員が心配されるのもごもっともで町内会に捉われず、社会福祉協議会の方からやっていきたいというふうに思っております。

【鳥居会長】
この災害時要援護者、あるいは支援者の出どころは民生委員さんです。元々のデータは市の社会福祉行政の中で災害時要援護者という形で、今言った福祉委員会に登録されるわけです。

ですから、これは町内会に入ろうが入るまいが、要するにどうしても必要だということは最低限確保されます。一応そういう方は各町内会の福祉委員会の長の方へプライベートな名前と生年月日だとかそういうものを含めて、障害者であればどういう障害なのかということも含めて一応データは登録されています。

だから全部とは言いませんけども、少なくとも今どうしても助けて避難させてあげないといかん名簿だけは確保されておるということだけ理解いただければと思います。だからといって町内会にはまず入ってもらわないと何もなりませんので、これは皆さんの御意向が大事ですので、よろしくお願いいたします
【福祉部長】
今、会長のほうからお話しいただいたんですけども、災害時要援護者支援制度という制度がございまして、非常に町内会の御協力をいただいて、早くから対応できておりました。

現在、避難行動要支援者という名称に変わってきております。ただ、それに登録して同意をいただくんですけれども、災害時だけの見守というのも多分不可能だろうということで同意をいただいた方につきましては、地域での見守りをお願いしております。

そういった方については大災害が発生したときに支援者が一緒に避難所まで逃げてくれるという形がとれますので、まずは登録していただきたいというのはございます。

それとその見守り活動を日々やっていただいておりますやっぱり町内会の力でございますので、ぜひ町内会には加入していただきたいという部分がございます。

それと最初の質問にございました備蓄についてですね、防災の方から回答させていただきます。
【危機管理監】
備蓄でございますけど、これは安城市の想定避難者数、これが出ておりますので、これをもとに備蓄を進めているところでございます。

それで各公民館避難場から小・中学校の避難場等に防災倉庫を設けまして、ある程度の数量は確保しておりますが、人数によりまして、市内に三つの大型倉庫を持ってますので、そこから人数に応じて、あとは配分するような形を考えております。
【鳥居会長】
そのほかはよろしいですかね。

はい、時間もまだ1テーマございますので、皆さんには、平成29年度から31年度までのこの実施計画の原案についてひとつ御了承いただきたいと思いますがよろしいでしょうか。
（一同了承）

はい、ありがとうございます。

皆さんに御了承いただきました。ありがとうございました。

先ほどから意見が出ている件については事務局のほうで記録し、議事録の形で報告がされますようによろしくお願いしたいと思います。

（２）議題　地方創生先行交付金を活用した事業の実施報告について

【鳥居会長】
それでは続きまして、第2番目の地方創生交付金の活用した事業について、事務局説明をお願いいたします。
(事務局説明)
【鳥居会長】
ただいま地方創生先行型交付金の活動について説明がございました。

皆さんの御意見あるいは質問等ございましたら挙手をお願いしたいと思います。

特によろしいですかね。皆さんは感嘆し、感服しているようで、特に御質問もございませんでした。そういうことで実施報告について終了をいたします。
【深谷委員】
今回第8次総合計画ができてからですね、初めて実施計画ができ、ただし、この体系という点からいけば2回目の実施計画になるわけですけど、実を言うと冒頭市長がおっしゃったように環境変化に適応して色々な施策を柔軟に変対応ができてくというものがあるんですけど、完全に洗い替えで議論されちゃうもんですから、実は従来の実施計画ではこうだったんだけども、例えば中を見てみると一つ一つ私も突合してみると予算規模が大きく変わっているものだとか、大きく減少してるもの、大きく増えているもの、それから今後においてはそのときは重要だと思ってここは実施計画に載ってたんだけども恐らく重要性が減ってくると削られてくるもんだから、そういう前回との連続性の中でですね、検証を踏まえた中で今回こういうふうになってるんだっていうところが、若干見えにくくなってるんじゃないかなと思うんですね。

今回はこれが2回目で私は最初この実施計画を毎回見てやってくというのは大変労が多くて、だけどしかし良い事だなと思ったんだけども、今後こういう完全な洗い替え方式で大きく、やるとこだけを見てくという形だとですね、例えばやらなくなってきた部分であるとか、大きく実は中身が変更になってる部分だとか、前回に比べてですね、そういったところを少し、どういうふうに今後見ていくのかっていうところについてちょっと事務局の御意見が伺いたいなと思って、すいません、ちょっとお時間が切迫した中で申しわけないですか。
【企画情報課長】
総括的な御指摘をいただきました。

今回の実施計画が例えばですね、第7次総合計画のときの環境に重点を置いた計画から第８次総合計画になって、環境がどういうふうに動いたかとか、そういう御説明を個別させていただくとよりその動きがわかりやすいということの御指摘でないかなというふうに承知しております。そのあたりは実は今年度から、総合計画の進捗管理のため総合計画審議会をもう1回開かさせていただいて、2月に予定しておるんですが、その中で、計画の進捗管理の中で触れさせていただき、報告させていただければなというふうに今事務局のほうで考えております。次回の宿題にさせていただくということでお願いしたいと思います。

【鳥居会長】
よろしいですね。はい、ありがとうございました。それでは事務局から連絡事項があればよろしくお願いいたします
【企画情報課長補佐】
委員の皆様方におかれまして、大変に熱心にご議論をいただきまして、先を見越した御意見等をちょうだいいたしました。大変ありがとうございます。

それでは事務局からの連絡事項でございます。

次回の、今課長からも触れさせていただきましたが、次回総合計画審議会こちらのほう開催をさせていただきます。日付は平成29年の2月16日の木曜日、午前10時からを予定させていただきたいと思っております。場所につきましてはこちらの会場で行わせていただきます。

議題につきましては、総合計画と、総合戦略の年間の進捗状況、こちらのほうの報告を予定しております。

どうぞよろしくお願いをいたします。

事務局からは以上でございます。ありがとうございました。
【司会】
ありがとうございました。
以上をもちまして安城市総合計画審議会を終了いたします。
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